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鹿苑のあり方等検討部会及び関連WGの見直し 

並びに新規委員の選任候補者 

 

1.  鹿苑のあり方計画の策定状況を踏まえた見直し 

「奈良のシカ保護管理計画検討委員会」（以下、検討委員会）では、令和 5 年度に鹿苑における

通報書の提出をきっかけとして、令和 5 年度に「鹿苑のあり方等検討部会」(以下、鹿苑検討部会)、

「鹿苑のあり方等検討ワーキンググループ」（以下、鹿苑検討 WG）及び「奈良のシカ獣医学ワー

キンググループ」（以下、奈良のシカ獣医学 WG）を設置し、鹿苑のあり方計画の内容について検

討してきた。 

令和６年度に「鹿苑のあり方計画」を策定し、令和７年度の試行運用及び見直しを行い、鹿苑

のあり方等についての方針の目処がたつことから、令和８年度以降の検討体制の見直しを行う。 

なお、上記のとおり令和 5 年度の通報書に起因する課題に対しては対応の方向性が定まったこ

とから、今後はより詳細な検討を行うこととなる。検討内容が鹿苑検討部会と鹿苑検討 WG とで

重複することから、鹿苑検討部会を廃止し鹿苑検討 WG で議論する方針について、令和 8 年度に

検討する。 

 

2.  見直し内容 

検討委員会及び鹿苑検討部会、各ワーキンググループの構成（案）を図 1 に、鹿苑のあり方に

関する部会、WG の見直し（案）を表 1 にまとめた。 

奈良のシカ獣医学 WG については、鹿苑の野生動物医学的観点からの検討について、鹿苑のあ

り方計画を策定したことから、発展的解消とする。 

鹿苑検討部会及び鹿苑検討 WG については、鹿苑のあり方計画の運用結果の評価や野生動物医

学的観点からの検討を引き続き行うため、構成委員について見直しを行う（3. 参照）。 

 

 

資料１－１ 
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検討委員会 

全体構想WG 保護計画WG 管理計画WG 鹿苑検討WG 

鹿苑検討部会 

現行 

公開 

公開 

WGは非公開 

→委員構成見直し 

→発展的解消 

一部委員は鹿苑検討部会、 

鹿苑検討WGに参加 

→委員構成見直し 

図 1 検討委員会、鹿苑検討部会、各ワーキンググループ構成の見直し（案） 

奈良のシカ 

獣医学WG 

検討委員会 

全体構想WG 保護計画WG 管理計画WG 鹿苑検討WG 

鹿苑検討部会 

見直し後 

公開 

公開 

WGは非公開 
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表 1 鹿苑のあり方に関する部会、WG の見直し（案） 

名称 設置目的 検討課題等（現行） 

赤字は課題への対応結果 

検討課題等（見直し後） 

鹿苑のあり方等検討部会 

（鹿苑検討部会） 

鹿苑におけるシカ

の管理に関する課

題の検討 

◆ 鹿苑の特別柵(主に緩衝地区（C 地区）で農作物被害を起

こしたシカの保護収容柵)における収容環境（給餌、給水、

環境）の改善策の検討 

→ 収容環境の改善とともに、鹿苑のあり方計画を策定し、

一時収容とした。 

◆ 鹿苑の特別柵のあり方の検討 

→ 鹿苑のあり方計画を策定した。それに伴い特別柵は解

消し、一時収容個体の扱いを検討した。 

◆ 緩衝地区（C 地区）における農作物被害防止対策の検討 

→ 管理計画 WG において引き続き検討する。 

◆ 野生動物医学的観点からのシカの管

理方針検討 

◆ 鹿苑のあり方計画の実施結果の評価、

見直し 

◆ 一時収容個体の管理方針の検討 

◆ 鹿苑の改修計画の検討 

鹿苑のあり方等検討 

ワーキンググループ 

（鹿苑検討 WG） 

鹿苑検討部会にお

ける審議事項等の

原案検討 

◆ 鹿苑の特別柵(主に緩衝地区（C 地区）で農作物被害を起

こしたシカの保護収容柵)における収容環境（給餌、給水、

環境）の改善策の検討 

→ 収容環境の改善とともに、鹿苑のあり方計画を策定し、

一時収容とした。 

◆ 鹿苑の特別柵のあり方の検討 

→ 鹿苑のあり方計画を策定した。それに伴い特別柵は解

消し、一時収容個体の扱いを検討した。 

上記の詳細な議論 

奈良のシカ獣医学 

ワーキンググループ 

（奈良のシカ獣医学 WG） 

鹿苑への収容や鹿

苑における管理、

処置基準の検討 

◆ 鹿苑への収容及び鹿苑における管理・処置に関する基準の

検討とガイドラインの策定 

→ 鹿苑のあり方計画を策定した。一時収容個体の扱いを

検討した。 

[発展的解消] 
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3.  新規委員の選任候補者 

森光由樹 兵庫県立大学 准教授を令和 8 年 4 月より、奈良のシカ保護管理計画検討委員会の新

規委員として推挙する。併せて、関連する部会、ワーキンググループである鹿苑検討部会及び鹿

苑検討 WG の担当委員として推挙する（表 2）。 

朝廣佳子 鹿サポーターズクラブ会長については、現状の検討委員会、保護計画 WG 及び鹿苑

検討部会に加え、鹿苑検討 WG についても担当委員として推挙する（表 3）。 

現行の委員構成を表 4、見直し後の委員構成を表 5 に示す。 

奈良のシカ保護管理計画検討委員会規則を別紙に示す。 

 

 

表 2  新規委員の選任候補者 

 

表 3  委員の担当 WG の追加 

 

 

 

氏名 所属・役職名 備考 

森光 由樹 兵庫県立大学 准教授 

日本野生動物医学会評議員 

・現奈良のシカ獣医学 WG 委員 

・鹿苑のあり方等検討部会及び鹿苑

のあり方等検討WG委員にも推挙 

氏名 所属・役職名 備考 

朝廣 佳子 鹿サポーターズクラブ 会長 ・現状の保護計画検討 WG、鹿苑の

あり方等検討部会に加え、鹿苑の

あり方等検討 WG 委員にも推挙 



 

 

表 4  奈良のシカ保護管理計画検討委員会及び鹿苑検討部会、各ワーキンググループの委員構成 

（現行） 

氏  名 所 属 ・ 役 職 名 

検討 

委員

会 

全体 

構想 

WG 

保護 

計画 

WG 

管理 

計画 

WG 

鹿苑 

検討 

部会 

鹿苑 

検討 

WG 

奈良の

シカ 

獣医学

WG 

朝廣 佳子 鹿サポーターズクラブ 会長 ○  ○  ○   

加藤 卓也 
日本獣医生命科学大学 准教授 
日本野生動物医学会幹事 

      ○ 

岸本 真弓 
株式会社野生動物保護管理事務所関西支社 
日本野生動物医学会顧問 

      ○ 

高柳 敦 元京都大学 准教授 ○ ○ ○ ◎ ○ ○  

立澤 史郎 北海道大学大学院 招へい教員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ 

田中  亜紀 日本獣医生命科学大学  特任教授 ○    ○ ○ ◎ 

鳥居 春己 元奈良教育大学 教授 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

松井 淳 奈良教育大学 特任教授 ○ ○ ○     

村上 興正 元京都大学 講師 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎  

森光 由樹 
兵庫県立大学 准教授 
日本野生動物医学会評議員 

      ○ 

中西 康博 一般財団法人奈良の鹿愛護会 副会長 ○ ○ ○     

渡邉 伸一 奈良教育大学 教授 ○ ○ ○  ○ ○  

※ 五十音順、敬称略 

※ ◎：委員長・ワーキンググループ（WG）リーダー、○：委員、■：連絡調整役 

 

 

表 5  奈良のシカ保護管理計画検討委員会及び鹿苑検討部会、各ワーキンググループの委員構成 

（見直し後） 

氏  名 所 属 ・ 役 職 名 

検討 

委員

会 

全体 

構想 

WG 

保護 

計画 

WG 

管理 

計画 

WG 

鹿苑 

検討 

部会 

鹿苑 

検討 

WG 

朝廣 佳子 鹿サポーターズクラブ 会長 ○  ○  ○ ○ 

高柳 敦 元京都大学 准教授 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 

立澤 史郎 北海道大学大学院 招へい教員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

田中  亜紀 日本獣医生命科学大学  特任教授 ○    ○ ○ 

鳥居 春己 元奈良教育大学 教授 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

松井 淳 奈良教育大学 特任教授 ○ ○ ○    

村上 興正 元京都大学 講師 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 

森光 由樹 
兵庫県立大学 准教授 
日本野生動物医学会評議員 

○    ○ ○ 

中西 康博 一般財団法人奈良の鹿愛護会 副会長 ○ ○ ○    

渡邉 伸一 奈良教育大学 教授 ○ ○ ○  ○ ○ 

※ 五十音順、敬称略 

※ ◎：委員長・ワーキンググループ（WG）リーダー、○：委員 

発展的解消 


